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先ほど人権は簡単と言いましたが、ここからは難しいお話にな
りま。それは「なかよし月間」ということです。なかよし月間
をどう過ごすかは難しいと思います。なぜかと言うと、どう過
ごすのが良いのかが法律などで決まっていないからです。人

権は法律で守らなきゃいけないって決まっています。だか
らいじめがあったらどうすればいいかわかるし、大人に。

今日で、夏・秋・冬と季節を3つまたいだ83日間の長い2学期が終わります。子どもたちの大きな成長
を感じずにはいられない素晴らしい２学期でした。明日から14日間の年末年始休業となります。1月8日、
また元気な子どもたちに会えることを楽しみにしています。

校長講話 「2学期終業式」 12/２4

今日で２学期が終わりますね。83日間という
長い中で、いろんなことがありました。運動会
や音楽会、それから林間に関わって今年は萌芽
の処理をしたり、いつものバードケーキを作っ
たりと西小ならではの活動も色々ありましたね。
さてこれは昨日１・２年生が鬼ごっこをして
いる写真です。今年は下草を刈ってきれいにし
たということもあってすっきりした様子ですね。

こちらは２学期が始まったばかりの8月28日に、
マラソンコース整備の下見をしている時の写真で
す。夏休みを終えた後は葉っぱが伸びて大変な状
態でした。
林間は1年間折々の姿で変わっていきます。2学

期が始まった頃と今ではずいぶん変わってきまし
た。皆さんは夏の林間と今の林間、どちらが好き
でしょうか。
私の答えを言うとどちらも好きということにな

るんです。木は、一年中ずっと枝を伸ばしている
わけではありません。夏の暑い時期は元気に自分
の陣地を確保しようと伸びています。その時期も
大好きなんですが、今の季節、木々は葉を落とし、
じっと寒さに耐えているように見えます。でも、
実は今、木の中ではとっても大切なことが起きて
います。それは『来年の春に新しい芽を出すため
の準備』と、『地面の下で根っこを強く張るこ
と』です。外からは見えなくても、木は一歩も休
まずに、自分を強くしているのです。みえないと
ころで頑張る姿もかっこよくて好きなんです。

伊那西小に暮らす皆さんは、木に木目があること
は知っているでしょう。あの模様は、どうしてでき
るか知っていますか？木は一年中同じように大きく
なっているわけではありません。春や夏、太陽がキ
ラキラしている間は、木は『わーい！』と背を伸ば
すように、ぐんぐん、柔らかく育ちます。でも、今
のような寒い冬は背を伸ばすのをやめてしまいます。
その代わりに、ギュッと身を固めて、濃くて硬い部
分を作ります。この『冬の間に作った、細くて硬い
部分』があるからこそ、あの美しいしま模様ができ、
木は嵐が来ても折れない強い体になれるのです。



はいないなと思います。すごいなと思います。来週はアカゲラの巣箱を森につける時が来ます。
木のことや鳥のことを考えてやる作業になります。しかもまた縦割り班でやってくれています。
その時もなかよし月間としてです。
さっき言った6年生が切っていて貸さなかった良いのか悪いのかわからないけれど、でもどっ

ちも相手ことを考えていれば先生は○だと思います。だからどっちが良いとかどっちが悪いと
か言えません。そんな中で、いいなかよし月間にして欲しいなと思います これで先生のお話

森の木が一本一本、形も高さも違うように、皆さんの成長の仕方もみんな違います。早く大きくなる
木もあれば、ゆっくり、じっくり太くなる木もあります。それでいいのです。2学期、楽しかったこと
だけでなく、時には『難しいな』『やりたくないな』『苦しいな』と思ったこともあったかもしれませ
ん。それは、皆さんにとっての『冬の成長』です。
目に見えて『背が伸びた！』『テストで満点取った！』という成長も素晴らしいけれど、悩んだり、

じっと耐えたり、コツコツ続けたりした時間は、皆さんの心の中に『とても硬くて強い木目』を作って
くれました。外からは見えなくても、皆さんの心は2学期前よりも、ずっと強く、美しくなっているの
ですよ。
 さて皆さん一年で一番長い2学期お疲れ様でした。今度会う時は令和8年。新しい年になっていますね。
皆さんと元気にまた会えるのを楽しみにしています。良いお年をお迎えください。

この写真を見てくださいこれは奈良の法隆寺と
いうところです。おそらく中学生になったら修学
旅行で訪れるところだと思います。この法隆寺は
607年に建てられたと言われています。今が2025年
ですから差し引くと1418年も経っていて世界で一
番古い機能建物と言われています。日本の四季の
中で夏と冬どちらも経験した木でできているから
こそこんなに長く立ち続けているんですね。

伊那西小ではこれらの木を使ってみんなが使えるもの
を作っていますよね。これは6年生が使われなくなった
ジャンボ滑り台にみんなが使えるベンチを作ってくれて
います。このベンチの骨組みは地域の網野郁夫さんとい
う方が鉄骨を使って作ってくれました。まだ作り途中で
すが、ちっちゃい子も座ってみています。3学期卒業ま
でに完成すると思うのでとても楽しみですね。

さて明日からは年末年始休み、家での生活になります。初詣に行ったり日本の文化に触れたり、みん
なで旅行に出かけたりと学校ではできないことをぜひ体験してほしいなと思っています。
学校とは違うということでこの写真を見てください。これは私が今年行ってきたフィンランドから昨

日送られてきました。今日はクリスマスイブですがちょうどサンタクロースの故郷のフィンランドのヘ
ルシンキ大聖堂のクリスマスバザー広場。夜の姿ですが実は今フィンランドは真冬なので太陽が出てる
時間がとても少ないんだそうです。朝9時ぐらいにやっと太陽が顔を出して、午後3時半と言うと沈んで
しまうということだそうです。世界の広さを感じますね。

さて伊那西小の林間に戻りますと、この
間今年も枯れてしまった赤松を伐採しまし
た。その木は製材所で板にして、先週帰っ
てきました。みどりの少年団の5年生が受け
てくれています。



2学期後半もたくさん学びました

【バードケーキづくり】12／3
講師として戸谷省吾先生をお招きし、野鳥の食べ物や野鳥が過酷な冬を生き延びることの大変さ
について教えていただきました。林間の野鳥が冬を越すのに役立つようにと願い、一人一人がバー
ドケーキをつくりました。雪が降ったら各クラスで林間に設置する予定です。

【伊那中学校区保小中公開授業】11／2８
「森間はみんなの教室だ ～自分の思いや願いをもち、自ら取り組む子ども～ 」をテーマに４年生
の体育の授業を公開しました。子どもたちが林間の地形や自然物を生かして走る力を高める姿に、
参観された先生方も感心していました。今後も一層、授業改善に努めていきます。

【5年生のしめ縄づくり】12／1９
総合的な学習の時間に行ってきた米作り。収穫した餅米のわらを使って、しめ縄づくりに取り組み
ました。講師は網野純昭さんです。みんな立派なしめ縄が完成し、うれしそうです！

【学校保健委員会】12／４
講師として春富中学校の酒井剛教頭先生をお招きしました。先生は体育の専門家で2020年の東
京オリンピックで陸上競技の審判をした経験もある方です。林間でマラソンや他の運動をすることが
体力や体幹を鍛えることに大変有効であり、学校の隣にこんなにすばらしい場所があることがうらや
ましいとのお話をお聞きしました。林間を今後さらに活用していきたいです。



お知らせとお願い
【年末年始休業にかかわって】
◆１２月２7日～1月4日まで学校無人化となります。
緊急の連絡につきましては、伊那市役所（７８－４１１１）へお願いします。
・市役所日直に「学校と連絡を取りたい」旨をお伝えください。詳しい要件を伝える必要はご
ざいません。
・その際、学校名・学年・児童名・連絡者名・連絡先電話番号をお伝えください。
折り返し、学校職員より連絡を入れて対応いたします。
＊上記の対応は、年末年始休業中にかかわらず、土日・祝日・平日夜間における伊那市内の

 学校の緊急連絡体制となります。
＊新型コロナウィルス及びインフルエンザに感染してしまっても、休み中の連絡は必要ござい
ません。ただし、3学期始業式前日である1月7日に感染症（コロナ・インフルエンザ

 等）に罹患している場合は、学校（７２－２６３２）まで連絡をお願いします。（学級閉鎖等の
検討が必要となるためです。）

【1月の日課について】

◆1月も冬日課となります。チャレンジタイムがなく、清掃後すぐに５校時が始まります。
月・火・木・金の下校は１５：４０、水曜日は１５：２５です。 ＊2月より通常日課となります。

【3学期の主な行事予定】
1月… 8日(木）3学期始業式 ２３日(金）全校スキー教室 26日(月）卒業写真撮影
２月…１3日(金）参観日・PTA総会・学年PTA
３月…１3日(金）３学期終業式 1４日(土）卒業証書授与式

11/26日(水)きのこ栽培の原木となるコナラの木を伐採しました。「どの木を残し、どの木を切るか」
についても子どもたちが相談して決めました。林間のコナラも毎年の伐採で少なくなってきたので、こ
れからはコナラの苗を作って植樹していく必要があり、今後の学習内容の一つになりそうです。みどり
の少年団の5年生がリーダーとなり、班ごとに適した長さにノコギリで切りました。友だちが切るときに
切りやすいように木を押さえている姿が多々見られました。林間の活動では「協力」や「思いやり」、
「人とのよりよい関わり方」に関する学びもあることを改めて感じました。

きのこ栽培の原木伐採
～森の循環～
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